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はじめに 

このマニュアルの目的 

S7-1200 シリーズは、さまざまなオートメーションアプリケーションを制御できるプロ
グラマブルロジックコントローラ(PLC)です。 コンパクトなデザインかつ低コストで、
さまざまな命令セットを備えた S7-1200 は、幅広い用途の制御に使用されます。 S7-
1200 モデルおよび Windows ベースのプログラミングツールには、オートメーションお
けるさまざまな問題の解決に必要な柔軟性が備わっています。 

このマニュアルには、S7-1200 PLC の設置およびプログラミングに関する情報が記載
され、プログラマブルロジックコントローラに関する一般的な知識のあるエンジニア、
プログラマ、設置工事担当者、電気技術者を対象として作成されています。 

必要な基礎知識 

このマニュアルを理解するには、オートメーションとプログラマブルロジックコントロ
ーラに関する一般的な知識が必要になります。 

このマニュアルの適用範囲 

このマニュアルはSTEP 7 Basic V10.5 およびS7-1200 製品群に適用されます。 このマ
ニュアルで説明されているS7-1200 製品ファミリの完全なリストについては、技術仕様 
(ページ 391)を参照してください。 

認定、CE ラベル、C-Tick、その他の規格 

詳細については、技術仕様 (ページ 391)を参照してください。  
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設置 2
 

S7-1200 機器は簡単に設置できるように設計されています。 S7-1200 は、パネルまた
は標準 DIN レールに取り付けることができます。さらに S7-1200 は、縦にも横にも取
り付けることができます。 S7-1200 は小型のため、スペースを効率良く使用すること
ができます。  

 

警告  
SIMATIC S7-1200 PLC はオープンタイプのコントローラです。 S7-1200 は、ハウジ
ング、キャビネット、電気制御室内に格納する必要があります。 ハウジング、キャビ
ネット、電気制御室内への格納は有資格者が行う必要があります。 

下記の設置指針を遵守してください。遵守しないと、死傷事故などの重大な人的傷害
や物的損害が発生する可能性があります。 

S7-1200 PLC の設置に際しては下記の要件を遵守してください。 
 

S7-1200 機器を高温、高電圧、電気的ノイズから避けて設置する 

システムを構成する各装置を設置する際の一般的なルールとして、高電圧および大きな
電気ノイズを発生する装置は、S7-1200 のような低電圧の論理装置から必ず離すように
します。 

パネル内に S7-1200 を配置するとき、熱が発生するデバイスを考慮して、キャビネッ
ト内のなるべく低温の領域に、電子機器を配置するようにします。 高温の環境にさら
さないようにすると、電子機器の寿命が延びます。 

パネル内の配線の引き回しについても考慮します。 AC 電源配線やスイッチング周波数
の高い DC 配線と同じトレイに、低電圧信号の配線や通信ケーブルを収容することは避
けるようにします。 
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2.2 配線のガイドライン 
すべての電気装置の適切な接地および配線は、システムの最適運用を可能にし、アプリ
ケーションおよびS7-1200 の電気ノイズに対する保護を強化するのに役立ちます。S7-
1200 の配線図については、技術仕様 (ページ 391)を参照してください。  

前提条件 

電気装置の接地および配線を行う前に、その装置の電源がオフになっていることを必ず
確認します。 また、関連機器の電源もオフになっていることを確認しておく必要があ
ります。 

S7-1200 および関連機器の配線に際しては、適用される電気関連法規のすべてを遵守す
る必要があります。 適用される法令および条例のすべてを遵守して、設置および運用
するようにします。 適用される法令および基準については、監督官庁にお問い合わせ
ください。 

 

警告  
S7-1200 および電源が供給先の関連機器の取り付けおよび配線が、感電や予測できな
い装置の動作の原因になることがあります。 取り付けおよび取り外し作業中は、S7-
1200 および関連機器のすべての電源を切断していないと、感電または予測できない装
置の動作によって、死傷事故などの重大な人的傷害や物的損害が発生する可能性があ
ります。 

安全上の注意事項を遵守し、S7-1200 または関連機器の取り付けおよび取り外しを行
う前に、S7-1200 の電源が切断されていることを必ず確認してください。 

 

S7-1200 システムの接地および配線の設計に際しては、常に安全を考慮する必要があり
ます。 S7-1200 などの電子制御装置は、制御および監視を行っている設備の誤操作や
予測できない動作の原因になることがあります。 そのため、潜在的な人的傷害や物的
損害の発生を防止するために、S7-1200 から独立した安全装置を実装する必要がありま
す。 

 

警告  
制御装置が安全でない状態に陥り、被制御機器に予測できない動作が発生することが
あります。 このような予測できない動作によって、死傷事故などの重大な人的傷害や
物的損害が発生する可能性があります。 

S7-1200 から独立した、緊急停止装置、電子機械的補助装置、冗長安全装置などを使
用する必要があります。 
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3.3 データタイプ 
データタイプは、データの要素と、そのデータの解釈方法の両方を指定するために使用
します。 命令パラメータのそれぞれは少なくとも 1 つのデータタイプをサポートして
います。複数のデータタイプをサポートしているパラメータもあります。 命令のパラ
メータフィールドの上にカーソルを移動すると、そのパラメータがサポートしているデ
ータタイプが表示されます。  

公式のパラメータは命令の ID で、その命令が使用するデータのロケーションを表しま
す （ADD 命令の IN1 入力など)。 実際のパラメータはメモリのアドレスまたは、命令
が使用するデータを格納した定数です(%MD400 "Number_of_Widgets"など)。 指定した
実際のパラメータのデータタイプが、命令によって指定された公式のパラメータがサポ
ートしているデータタイプと一致している必要があります。 

実際のパラメータを指定するときに、タグ(シンボル)またはメモリの絶対アドレスのど
ちらかを指定する必要があります。 タグによって、シンボリック名(タグ名)とデータタ
イプ、メモリ領域、メモリのアドレス、コメントが関連付けられます。PLC タグエデ
ィタまたはブロック(OB、FC、FB、DB)用のインターフェースエディタでタグを作成す
ることができます。 関連付けられているタグが存在しない絶対アドレスを入力する場
合は、サポートされているデータタイプに適合するサイズを使用する必要があります。
絶対アドレスを入力するとデフォルトのタグが作成されます。 

また、入力パラメータの多くに、定数値を入力することができます。 下の表に、定数
入力の例を含めて、サポートされている基本的なデータタイプを示します。 String を除
き、すべてのデータタイプを PLC タグエディタおよびブロックインターフェースエデ
ィタの両方で使用することができます。 String は、ブロックインターフェースエディタ
でのみ使用することができます。 下の表に基本的なデータタイプの定義を示します。 

 

データタ
イプ 

サイズ(ビ
ット) 

範囲 定数入力の例 

Bool 1 0～1 TRUE, FALSE, 0, 1 

Byte 8 16#00～16#FF 16#12, 16#AB 

Word 16 16#0000～16#FFFF 16#ABCD, 16#0001 

DWord 32 16#00000000～16#FFFFFFFF 16#02468ACE 

Char 8 16#00～16#FF 'A', 't', '@' 

Sint 8 -128～127 123, -123 

Int 16 -32,768～32,767 123, -123 

Dint 32 -2,147,483,648～2,147,483,647 123, -123 
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4.1 CPU を挿入する 
プロジェクトに CPU を挿入することによりデバイスコンフィグレーションを作成しま
す。 [Add a new device]ダイアログで CPU を選択し、ラックおよび CPU を作成します。  

 

[Add a new device]ダイアロ
グ 

 

ハードウェアコンフィグレー
ションのデバイスビュー 

 

デバイスビューで CPU を選
択すると、インスペクタウィ
ンドウにその CPU のプロパ
ティが表示されます。 

 
 

 

 注記 

CPU の IP アドレスは未設定です。 デバイスコンフィグレーションで、CPU に IP アド
レスを手動で割り付ける必要があります。 CPU がネットワーク上のルータに接続され
ている場合は、そのルータ用の IP アドレスも入力する必要があります。 
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4.2 未指定の CPU 用構成を検出する 

既存のハードウェア構成をアップロードするのは簡単です 

 

 

CPU に接続している場合は、すべてのモジュールを含め、そ
の CPU の構成をプロジェクトにアップロードすることができ
ます。 新しいプロジェクトを作成し、特定の CPU ではなく
[unspecified CPU]を選択します。 ([First steps]から[Create a 
PLC program]を選択することによって、デバイスコンフィグ
レーションの全体をスキップすることもできます。 この場
合、STEP 7 Basic によって未指定の CPU が自動的に作成され
ます)。  

プログラムエディタで、[Online]メニューから[Hardware 
detection]を選択します。 

デバイスコンフィグレーションエディタで、接続デバイスの構成検出用のオプション
を選択します。 

 

オンラインダイアログで CPU を選択すると、STEP 7 Basic は、その CPU から、す
べてのモジュール(SM、SB、CM)を含めてハードウェア構成をアップロードします。 
CPU とモジュールのパラメータを構成することができます。 
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4.6 ネットワーク接続を作成する 
プロジェクト内のデバイス間のネットワーク接続を作成するには、デバイスコンフィグ
レーションの[Network view]を使用します。 ネットワーク接続を作成し、インスペクタ
ウィンドウの[Properties]タブを使用して、ネットワークのパラメータを構成します。  

 

操作 結果 

[Network view]を選択して、接
続するデバイスを表示します。

 

接続元のデバイスのポートを選
択して、接続先のポートにドラ
ッグします。 

 

マウスボタンを離すと、ネット
ワーク接続が作成されます。 
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4.7 IP アドレスをプロジェクトで設定する 

PROFINET インターフェースを設定する 

CPUをラック上に構成 (ページ 94)したら、PROFINETインターフェース用のパラメー
タを設定することができます。 CPU上の緑色の[PROFINET]ボックスをクリックし、
[PROFINET port]を選択します。 インスペクタウィンドウの[Properties]タブに、
PROFINETポートが表示されます。  

 

① PROFINET ポート 

IP アドレスを設定する 

イーサネット(MAC)アドレス: PROFINET ネットワークの各デバイスには、製造メーカ
ーによって識別用のメディアアクセス制御アドレス(MAC アドレス)が割り付けられてい
ます。 MAC アドレスは、2 桁の 16 進数を伝送順にハイフン(-)またはコロン(:)で区切っ
た 6 つのグループで構成されています(01-23-45-67-89-AB や 01:23:45:67:89:AB など)。  

IP address: また、各デバイスにはインターネットプロトコル(IP)アドレスも必要です。 
このアドレスを使用して、デバイスはさらに複雑にルーティングされたネットワーク上
にデータを配信することができます。 

IP アドレスは 8 ビットのセグメントに分割され、ドット付き 10 進形式で表されます
(211.154.184.16 など)。 IP アドレスの最初の部分はネットワーク ID (ネットワークの
識別)で、2 番目の部分はホスト ID (ネットワーク上のそれぞれのデバイスに固有)です。 
IP アドレス 192.168.x.y は、インターネット上でルーティングされていないプライベー
トネットワークの一部として認識されるアドレスの標準指定です。  
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